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船舶事故調査報告書 

 

                              平成２６年５月８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突（消波ブロック） 

発生日時 平成２５年８月２６日 ０６時１３分ごろ 

発生場所 北海道苫小牧市苫小牧港第３区の西防波堤先端付近 

 苫小牧港西防波堤灯台から真方位２５８°２５ｍ付近 

 （概位 北緯４２°３７.３′ 東経１４１°３７.２′） 

事故調査の経過  平成２５年８月２８日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第十宝
ほう

勝
しょう

丸、１３.６９トン 

 ＡＭ２－４４６０（漁船登録番号）、個人所有 

 １４.９０ｍ（Lr）×３.４３ｍ×１.２０ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、４９６.００kＷ、昭和４９年６月 

 第２１２－６９９４号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ７０歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和６３年６月３日 

  免許証交付日 平成２１年４月１３日 

         （平成２６年１０月４日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 船首船底外板に破口等 

 事故の経過  本船は、船長ほか１人が乗り組み、平成２５年８月２５日１４時１

０分ごろ苫小牧港西区の漁港区を出港し、同港南西方沖１６海里

（Ｍ）付近の漁場において、いか一本釣り漁を終え、２６日０４時３

０分ごろ、船長が単独で操船を行い、対地速力約１０ノットで同港へ

向けて北東進を開始した。 

 船長は、操舵室左舷側の椅子に腰を掛け、自動操舵装置に目的地を

苫小牧港西防波堤灯台に設定し、僚船と無線で会話をしながら、操船

を行っていたところ、苫小牧港沖に錨泊中の数隻の貨物船を視認し

た。 

 船長は、苫小牧港までの距離が約５Ｍとなったことを認めた頃、僚

船との会話が途絶え、それまで眠気を感じていなかったが、いつしか

居眠りに陥り、本船は、０６時１３分ごろ、同港の西防波堤（以下
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「本件防波堤」という。）先端付近に設置された消波ブロックに衝突

し、乗り揚げた。 

 船長は、衝撃で目を覚まし、損傷状況を確認した後、僚船に無線連

絡を行い、僚船に引かれて消波ブロックから離れ、苫小牧港へ入港し

た。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 その他の事項 

 

 自動操舵装置は、目的地付近に接近すれば、警報音が鳴る機能を備

えていたが、船長は、警報音がうるさいので、警報音が鳴るように設

定していなかった。 

 本船の操舵室内の椅子は、肘掛け付きのレザーシートタイプのもの

であった。 

 船長は、２４日が休漁だったので、本事故当時、疲労の自覚はなか

った。また、２５日１９時ごろから２３時ごろまで、操業の合間に仮

眠をとっていた。 

 船長は、操舵室の窓を開けていた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 本船は、苫小牧港南西方沖を同港へ向けて自動操舵で北東進中、単

独で操船中の船長が居眠りに陥ったことから、本件防波堤に向けて航

行し、本件防波堤先端付近に設置された消波ブロックに衝突したもの

と考えられる。 

 船長は、疲労の自覚はなかったが、僚船との会話が途絶え、椅子に

腰を掛けた姿勢で操船を続けたことから、居眠りに陥ったものと考え

られる。 

原因  本事故は、本船が、苫小牧港南西方沖を同港へ向けて自動操舵で北

東進中、単独で操船中の船長が居眠りに陥ったため、本件防波堤に向

けて航行し、本件防波堤先端付近に設置された消波ブロックに衝突し

たことにより発生したものと考えられる。 

参考  船長は、本事故後、操舵室の椅子を交換し、航行中は外気に当たる

などしてなるべく椅子に腰を掛けないようにした。 

 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船橋当直中は、椅子から離れて外気に当たったり、声を出した

り、身体を動かしたりするなどして居眠り防止を図ること。 

 


